
川
崎
支
部
で
は
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー

分
会
と
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分

会
が
春
闘
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
は
後
藤
社

長
が
去
る
２
月
２
８
日
に
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
役
員
体
制
を
決

め
る
た
め
に
、
賃
上
げ
交
渉
が
出
来

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
役
員

体
制
が
決
ま
っ
て
か
ら
春
闘
交
渉
に

入
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
の

春
闘
は
３
月
９
日
の
回
答
指
定
日
に

５
８
０
０
円
（
２
％
）
と
高
卒
の
初

任
給
２
０
０
０
円
の
ア
ッ
プ
の
回
答

が
出
ま
し
た
。

組
合
で
は
回
答
が
出
た
直
後
に
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
１
６
部

集
ま
り
ま
し
た
。
回
答
上
積
み
を
求

め
て
３
月
１
７
日
の
第
２
団
交
に
臨

み
ま
し
た
が
、
前
進
回
答
は
な
く
後

退
と
も
い
え
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、

第
３
回
団
交
を
要
求
し
ま
し
た
。

第
３
回
団
交
は
、
社
長
の
出
席
の

下
行
わ
れ
ま
す
。

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

2022年

３月23日

6909号

支部・分会名 要求・回答指定日 要求内容 回答内容

日本シャッター分会

賃上げ５０００円

夏一時金１．８ヶ月

休日勤務手当

休暇５日取得

三和エレクトロニクス分会

要求日2月22日

回答指定日3月9日
第2回団交3月17日

賃上げ一律18,000円

初任給の改善
中途採用の賃金改善

再雇用社の賃金改善

一律5800円（2％）

初任給高卒
2000円アップ

支部・分会名 要求・回答指定日 要求内容 回答内容

三興製鋼
38,151円

新規採用の継続
5,000円

松永制作所 回答指定日3/23日 30,000円 3月23日団交予定

富田電機 要求日2/24 一律28,000円 3,200円

ＩＳＢ 24,000円（7.95％）

ベア等級により

900円～5､500円

初任給大卒5,500円 アップ

気工社

IBM横浜北

50,000円（12.5％）

年齢別最低保障賃金

再雇用者：退職時の8割

日本高周波 15,327円+定昇（5.35％）

東京衡機（友好）

JMITU全国平均 28,006円（9.95％） 5,820円（2.10％）

22春闘 地本関係・ 川崎支部 2022年3月17日現



Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、
２
月
２
４
日
に

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
略
を
開
始

し
た
事
に
、
強
く
抗
議
し
、
直
ち
に
撤

退
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

国
連
総
会
に
お
い
て
１
４
１
ヵ
国
の

賛
成
で
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
を
直
ち
に

中
止
す
る
よ
う
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
４
７
ヵ
国
が
棄
権

や
退
出
を
し
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
を
持
つ
、
日
本
政
府
は
、

積
極
的
な
外
交
で
平
和
を
求
め
る
行
動

に
出
る
べ
き
で
す
。

先
日
行
わ
れ
た
自
民
党
大
会
で
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
口
実
に
、
憲
法
９

条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
よ
う
主
張
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
民
党
・
維
新

の
会
な
ど
は
核
兵
器
の
『
共
有
』
を
言

い
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
日
本

が
ロ
シ
ア
と
同
じ
よ
う
な
「
侵
略
国
」

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
侵
略
戦
争
反
対
、
人
道
主

義
の
徹
底
、
平
和
を
守
れ
の
声
を
上
げ

ま
し
ょ
う
。

川
崎
支
部
で
も
、
３
月
１
６
日
の
支

部
の
執
行
委
員
会
で
論
議
を
行
い
『
神

奈
川
労
連
』
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
ロ

シ
ア
大
使
館
に
向
け
て
抗
議
文
を
送
付

し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
抗
議
文
を
ロ
シ
ア
大

使
館
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
抗
議
先
は

次
の
通
り
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、
全
労
連
の
呼
び

か
け
に
応
じ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
へ

の
人
道
支
援
募
金
を
取
り
組
み
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
内
で
は
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
て

お
り
、
食
糧
不
足
な
ど
も
深
刻
で
す
。

戦
争
反
対
の
世
論
と
運
動
を
広
げ
る
と

と
も
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
へ
の
人
道
的

支
援
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
集
め

ら
れ
た
募
金
は
、
全
労
連
を
つ
う
じ
て

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
、
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
へ
送
金
し
ま
す
。

（
記
・
浅
岡
）

690９号 （２）

ロシアの蛮行に抗議しよう！！

川崎支部ロシア大使館に抗議文を送付

大

使

館

へ

抗

議

を
！

人
道
支
援
カ
ン
パ
も
送
ろ
う

抗議先

駐日ロシア大使館

駐日ロシア大使

メール

tokyo@mid.yu

ＦＡＸ

03-3505-0593

募
金
先

口
座
名

J
M
I
T
U

各
種
カ
ン
パ

中
央
執
行
委
員
長
三
木
陵
一

口
座
番
号

中
央
労
金
王
子
支
店

（
普
）
８
６
７
２
１
１

期
限

８
月
末



（3） 6909号

な
ん
ぶ
せ
ん

「
デ
ブ
リ
を
全
部
取
り
出
す
の
に
２
４
１
年
か
か
る
」

と
の
報
道
に
、
驚
き
こ
れ
は
大
変
と
思
い
ま
し
た
。
▼

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら

１
１
年
、
今
年
も
「
３
・
１
１
」
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ

な
番
組
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
８
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ニ
ュ
ー

ス
ウ
オ
ッ
チ
９
」
は
、
「
廃
炉
、
除
染
の
現
状
は
・
・
・

増
え
続
け
る
廃
棄
物
」
と
迫
り
ま
し
た
。
原
発
事
故
で

溶
け
落
ち
た
核
燃
料
（
デ
ブ
リ
）
を
取
り
出
す
見
通
し

が
ま
っ
た
く
立
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
▼
番
組

で
は
、
年
内
に
２
号
機
か
ら
数
グ
ラ
ム
を
試
験
的
に
取

り
出
す
こ
と
が
東
電
の
責
任
者
か
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

な
ん
と
数
グ
ラ
ム
▼
デ
ブ
リ
は
２
号
機
に
２
７
９
ト
ン
、

１
～
３
号
機
で
計
８
８
０
ト
ン
あ
る
と
さ
れ
、
１
，
３

号
機
で
は
取
り
出
し
の
開
始
時
期
す
ら
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
▼
現
時
点
で
は
、
全
長
２
２
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
の
故
障
な
ど
を
一
切
無
視
し
た
う
え
１
日
１

０
㌔
を
継
続
し
て
取
り
出
せ
た
と
し
て
も
、
全
部
取
り

出
す
の
に
２
４
１
年
か
か
る
と
の
＂
告
発
〝
で
す
。
し

か
も
、
取
り
出
し
た
デ
ブ
リ
を
ど
こ
で
、
ど
う
処
理
す

る
か
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
完
全
に
処
理
が
終
わ
る

ま
で
、
冷
却
が
必
要
で
す
。
▼
１
６
日
に
発
生
し
た
地

震
で
「
冷
却
一
時
停
止
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
恐

ろ
し
い
こ
と
で
す
。
▼
国
と
東
電
の
責
任
は
き
わ
め
て

重
く
研
究
者
を
集
め
て
、
法
律
を
作
っ
て
で
も
最
終
処

理
方
針
を
早
急
に
決
定
す
べ
き
で
す
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》

昨
年
に
続
き
今
年
も
第

７
５
回
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン

展
が
国
立
新
美
術
館
で
３

月
２
３
日
～
４
月
４
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
時
間

は
１
０
時
～
１
８
時
で
す
。

注
意
事
項
と
し
て
、
入
場

は
１
７
時
３
０
分
ま
で
で

最
終
日
は
１
７
時
ま
で
で

す
。
３
月
２
９
日
は
休
館

日
で
す
。

展
示
会
は
全
国
か
ら
作

品
が
集
ま
り
ま
す
。
昨
年

は
５
０
２
名
で
７
５
３
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
、

と
て
も
見
ご
た
え
の
あ
る

展
示
会
で
し
た
。
個
々
の

作
品
で
は
自
分
で
も
描
け

そ
う
な
作
品
も
あ
り
ま
し

た
。作

品
は
「
油
絵
」
「
水

彩
・
デ
ッ
サ
ン
」
「
日
本

画
」
「
版
画
・
き
り
え
」

「
彫
刻
」
「
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
混
合
」
の
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
是
非
御
鑑
賞
下

さ
い
。
招
待
券
２
０
枚
あ

り
ま
す
。
必
要
な
ら
ば
連

絡
下
さ
い
。

（
小
林

０
９
０
‐
９
２

０
１
‐
１
６
１
６
）

今
年
も
小
杉
の
中
原
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
展
示
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
展
示
作
品

は
水
彩
画
や
版
画
。
そ
し

て
似
顔
絵
の
作
品
が
新
し

く
出
ま
す
。
画
家
は
、
小

林
正
一
（
版
画
）
・
山
野

生
善
（
版
画
）
・D

IG
IM

（
似
顔
絵
）
・
マ
ダ
ラ
キ

キ
ョ
ウ
ジ
（
水
彩
画
）
で

す
。

作
品
数
は
大
体
１
０
０

点
以
下
で
す
。
展
示
会
に

お
い
で
下
さ
い
。



6909号 （４）

みんなで考えよう（第３回）

「
日
本
の
労
働
時
間
が
長

い
の
は
日
本
人
が
勤
勉
だ
か

ら
」
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
昔
の
日
本
人
は
今

よ
り
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
し
た

暮
ら
し
ぶ
り
で
し
た
。
た
と

え
ば
江
戸
時
代
の
職
人
は
４

日
働
い
て
１
日
休
む
習
慣
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

農
村
部
で
も
、
冬
の
間
は
、

湯
治
に
行
く
な
ど
し
て
ゆ
っ

く
り
過
ご
し
、
農
繁
期
の
９
ヶ

月
間
で
も
３
０
日
く
ら
い
は

仕
事
を
し
な
い
日
が
あ
り
ま

し
た
。
昔
の
日
本
人
は
意
外

に
時
間
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る

生
活
を
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
く
ら
し
が
変
化
し
て

い
く
の
が
明
治
時
代
で
す
。

１
８
７
２
年
、
日
本
で
最

初
の
製
糸
工
場
・
富
岡
製
糸

工
場
（
群
馬
県
）
が
開
業
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
労
働

時
間
は
平
均
８
時
間
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
１
４
年

後
の
１
８
８
６
年
、
雨
宮
製

糸
場
（
山
梨
県
）
で
、
日
本

最
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
き

ま
す
。
ス
ト
ラ
イ
キ
で
掲
げ

ら
れ
た
要
求
は
１
日
の
１
４

時
間
労
働
を
３
０
分
延
長
す

る
こ
と
へ
の
反
対
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
時
代

の
「
富
国
強
兵
」
の
掛
け
声

の
も
と
、
労
働
者
の
働
く
時

間
が
ま
た
た
く
間
に
長
く
な
っ

た
の
で
す
。

人
が
長
時
間
働
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
１
８
世
紀
の
産

業
革
命
以
降
で
す
。

資
本
家
は
労
働
者
を
働
か

せ
る
こ
と
で
利
潤
を
手
に
入

れ
ま
す
。
資
本
家
は
労
働
者

を
働
か
せ
れ
ば
働
か
せ
る
だ

け
、
よ
り
多
く
の
利
潤
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
資
本
家
は
、
労

働
者
を
人
間
扱
い
せ
ず
、
も

の
を
使
い
捨
て
す
る
よ
う
に
、

生
命
が
す
り
切
れ
る
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
働
か
せ
よ
う
と
し
ま

す
。そ

の
た
め
、
産
業
革
命
が

始
ま
る
と
た
ち
ま
ち
労
働
時

間
は
長
く
な
り
ま
し
た
。
１

８
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

１
４
～
１
５
時
間
労
働
が
普

通
で
し
た
。

し
か
し
、
労
働
者
も
長
時

間
労
働
に
甘
ん
じ
て
い
た
わ

け
で
は
あ
り
せ
ん
。
１
９
世

紀
に
は
労
働
時
間
短
縮
な
ど

人
間
ら
し
い
生
活
を
求
め
て
、

労
働
者
の
闘
い
が
ひ
ろ
が
り

ま
す
。
最
初
は
、
暴
動
や
集

団
的
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
が
、
や
が
て
、

自
然
発
生
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ

も
起
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
「
労
働
組
合
」
の
結
成

へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
毎
年
５

月
１
日
、
８
時
間
労
働
を
か

か
げ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

１
８
８
６
年
、
「
へ
イ
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
件
」
と
呼
ば
れ
る

ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
弾
圧
事
件

が
起
き
ま
す
。
こ
の
事
件
を

き
っ
か
け
に
毎
年
５
月
１
日
、

８
時
間
労
働
を
要
求
す
る
全

世
界
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
メ
ー
デ
ー
の
起
源
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
世
界
の
労

働
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
で
労
働

時
間
短
縮
を
勝
ち
取
っ
て
き

ま
し
た
。
労
働
時
間
短
縮
は
、

自
由
な
時
間
を
取
り
戻
す
た

め
の
闘
争
で
あ
り
、
賃
金
闘

争
と
並
ん
で
、
「
人
間
ら
し

い
生
活
」
を
実
現
す
る
た
め

の
重
大
な
課
題
な
の
で
す
。



（5） 6909号

「
金
属
労
働
者
の
つ
ど
い
」

東
日
本
集
会
は
、
会
場
の
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
勢
い
の
あ
る
太
鼓
で
始
ま

り
、
会
場
に
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
、
東
京
春
闘
共
闘
（
医
療
・

福
祉
・
介
護
）
、
電
機
労
働

者
懇
談
会
な
ど
仲
間
で
お
よ

そ
４
０
０
人
の
参
加
で
し
た
。

今
年
初
の
取
り
組
み
と
な
っ

た
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
で
の
視
聴

数
を
合
わ
せ
５
０
０
人
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加

数
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

支
部
か
ら
は
５
名
の
参
加
で

共
に
春
闘
を
た
た
か
う
仲
間

と
直
接
会
い
「
元
気
の
出
る
」

集
会
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。集

会
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
三
木
委

員
長
の
挨
拶
、
全
労
連
の
小

畑
議
長
か
ら
連
帯
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
共
に
挨
拶
の

終
わ
り
に
、
２
月
２
４
日
か

ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ヤ
軍
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
し
て
強

い
抗
議
の
発
言
が
あ
り
、
会

場
か
ら
賛
同
の
大
き
な
拍
手

が
あ
り
ま
し
た
。

職
場
か
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信

産
業
本
部
の
ア
ピ
ー
ル
が
目

を
引
き
ま
し
た
。
「
岸
田
総

理
の
正
体
『
妖
怪
三
枚
舌
』
」

集
会
後
「
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
」
「
均
等
待
遇

の
要
求
」
「
医
療
や
介
護
、

保
育
な
ど
ケ
ア
労
働
者
の
賃

金
底
上
げ
」
「
全
国
一
律
最

低
賃
金
１
５
０
０
円
」
な
ど

を
訴
え
、
日
比
谷
か
ら
銀
座

ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し

た
。

《
矢
部
常
次
》

支
部
で
は
、
毎
月
駅
頭
で

宣
伝
行
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

月
は
１
９
日
（
土
）
に

Ｊ
Ｒ
登
戸
駅
で
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
が
作
成
し
た
「
憲
法
改
正
」

で
日
本
は
「
戦
争
を
す
る
国
」

に
、
裏
面
に
は
、
な
ぜ
い
ま

「
憲
法
改
正
」
な
の
？
考
え

て
み
よ
う
憲
法
・
平
和
に
つ

い
て
の
ビ
ラ
を
配
布
し
な
が

ら
、
「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
全
国
署
名
」
に
取
り
組
み

参
加
者
６
名
で
し
た
。

労
働
組
合
の
宣
伝
と
言
う

事
で
ビ
ラ
の
受
け
取
り
を
１

度
は
拒
否
し
た
が
、
宣
伝
を

聞
き
戻
っ
て
来
て
ビ
ラ
を
受

け
取
る
方
な
ど
あ
り
、
ビ
ラ

の
配
布
は
約
７
０
枚
で
し
た
。

又
、
署
名
で
は
「
ご
苦
労

様
、
私
は
頚
腕
症
候
群
で
今

文
字
が
書
け
な
い
の
で
、
賛

成
だ
が
署
名
出
来
な
く
ご
め

ん
な
さ
い
」
と
話
し
か
け
て

く
れ
る
方
な
ど
あ
り
、
署
名

に
応
じ
た
方
は
２
名
で
し
た
。

《
矢
部
常
次
》

「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」

Ｊ
Ｒ
登
戸
駅
に
て
宣
伝
・
署
名
行
動



難易度★★★☆☆【中級】

A 8 6 3

B 2

5 3 2

7 2 4 6

2 3 C

8 9 1 2 3

D 8 5 2

6 4

3 4 7

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイスに応募しましょう！！(６９０９号)

今後の日程
３月２６日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２８日（月）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）１８：３０～

３０日（水）第１５回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

４月０２日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

０６日（水）第９回書記局会議（支部事務所）１９：００～

０９日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１１日（月）相談ＰＴ（ＺＯＯＭ）１９：００～

１３日（水）金属反合共同行動（日本ＩＢＭキンドリルジャパン本社前）９：４０～

第１０回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

第１６回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１５日（金）ワーカーズネット街頭相談（川崎駅）１９：００～

１６日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１９日（火）総がかり行動（ ） :： ～

２３日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２７日（水）第１７回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

３０日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４

つの数字を答えてください。

応募は、はがき・ＦＡＸ・メモ

等で次回支部報発行日（おおよ

そ２～３週間）までにお名前・

住所と職場名をそえてご連絡下

さい。応募はどなたでも結構で

す。正解者の中から抽選で5名

の方に５００円相当の図書カー

ド・クオカードかビール券を差

し上げます。

応募方法【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９

の正方形の枠内に１～９までの数字を

入れるペンシルパズルの一つです。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

訃報

去る２月２８日に。

（株）日本シャッター

の後藤社長が永眠されま

した。倒産後も社長とし

て企業の永続に尽くされ

ました。謹んでお悔やみ

申し上げます。

（享年８０歳）


